
1 

○西東京市図書館設置条例施行規則 

平成13年１月21日教委規則第30号 

改正 

平成18年５月23日教委規則第５号 

平成20年３月31日教委規則第５号 

平成20年６月25日教委規則第12号 

平成24年３月30日教委規則第４号 

平成24年８月28日教委規則第９号 

平成27年３月31日教委規則第10号 

平成27年６月23日教委規則第13号 

平成28年３月28日教委規則第３号 

平成28年11月22日教委規則第８号 

西東京市図書館設置条例施行規則 

目次 

第１章 総則（第１条） 

第２章 図書館奉仕（第２条―第７条） 

第３章 図書館資料の管理（第８条・第９条） 

第４章 講座室の使用（第10条―第12条） 

第５章 図書館協議会（第13条―第16条） 

第６章 組織（第17条―第23条） 

第７章 雑則（第24条・第25条） 

附則 

第１章 総則 

（趣旨） 

第１条 この規則は、西東京市図書館設置条例（平成13年西東京市条例第81号。以下「条例」とい

う。）第７条の規定に基づき、西東京市図書館（以下「図書館」という。）の管理及び運営に関

し、必要な事項を定めるものとする。 

第２章 図書館奉仕 

（事業） 

第２条 図書館は、図書館法（昭和25年法律第118号）第３条の規定に基づき、次に掲げる事業を

行う。 

(１) 図書資料、視聴覚資料、郷土資料、地方行政資料、障害者用資料及びその他必要な資料（以

下これらを「図書館資料」という。）の収集、整理及び保存 

(２) 図書館資料の個人及び団体（読書その他の文化活動等を行う団体をいう。以下同じ。）へ

の貸出し 

(３) レファレンス及び読書相談 

(４) 子供会、読書会、研究会、講演会、映写会、資料展示会等の開催及び奨励 

(５) 各種文庫及び地域図書館活動に対する協力及び援助 

(６) 講座室の貸出し 

(７) 読書に関する資料の刊行及び配布 

(８) 時事に関する情報及び参考資料の紹介並びに提供 

(９) 学校、公民館、児童館、保育園、博物館、研究所等との連携及び協力 

(10) 他の図書館との連絡、協力及び図書館資料の相互貸借 

(11) その他図書館の目的達成のために必要な事業 

（開館時間） 

第３条 開館時間は、次の表のとおりとする。ただし、西東京市教育委員会（以下「委員会」とい

う。）が必要と認めたときは、これを変更することができる。 
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西東京市中央図書館 火曜日から金曜日まで 午前10時から午後８時まで 

西東京市保谷駅前図書館 土曜日、日曜日及び国民の祝日

に関する法律（昭和23年法律第

178号）に規定する休日（１月１

日を除く。以下「休日」という。） 

午前10時から午後６時まで 

西東京市柳沢図書館  
西東京市ひばりが丘図書館  

西東京市芝久保図書館 火曜日から日曜日まで 午前10時から午後６時まで 

西東京市谷戸図書館   
（休館日） 

第４条 休館日は、次の表のとおりとする。ただし、西東京市図書館長（以下「館長」という。）

が特に必要と認めるときは、委員会の承認を得てこれを変更し、又は臨時に休館日を定めること

ができる。 

西東京市中央図書館 (１) 月曜日。ただし、月曜日が休日に当たるときはその

翌日とする。 

西東京市保谷駅前図書館 (２) 12月29日から翌年の１月３日まで 

西東京市柳沢図書館 (３) 年１回、15日以内で館長が定める資料整理日 

西東京市ひばりが丘図書館 (４) 毎月第３金曜日 

西東京市芝久保図書館 (１) 休日及び月曜日。ただし、日曜日及び月曜日が休日

に当たるときは、当該日曜日は開館し、当該月曜日及び

その翌日の火曜日を休館日とする。 

西東京市谷戸図書館 (２) 12月29日から翌年の１月３日まで 

 (３) 年１回、15日以内で館長が定める資料整理日 

（貸出しの登録等） 

第５条 図書館資料の貸出しを受けることができる者は、次に掲げる者とする。 

(１) 市内に在住し、在勤し、又は在学する者 

(２) 市内に所在する団体 

(３) 多摩北部都市広域行政圏協議会を構成する小平市、東村山市、清瀬市及び東久留米市に在

住する者 

(４) 四市行政連絡協議会を構成する武蔵野市、三鷹市及び小金井市に在住する者 

(５) 練馬区に在住する者 

(６) 新座市に在住する者 

(７) 前各号に掲げる者のほか、館長が特に必要と認める者 

２ 図書館資料の貸出しを受けようとする者は、前項各号のいずれかに該当することを証明する書

類を提示して、登録・登録内容変更申込書（様式第１号・様式第２号）を館長に提出しなければ

ならない。 

３ 館長は、前項の規定により登録・登録内容変更申込書の提出を受けた場合は、その内容を審査

し、適当と認めたときは、図書館資料の貸出しを受けることができる者としての登録（以下「登

録」という。）をし、当該登録・登録内容変更申込書を提出した者に西東京市図書館の利用カー

ド（様式第３号。以下「利用カード」という。）を発行するものとする。ただし、第１項第３号

に規定する市に在住する者がそれらの市のいずれかから当該市の図書館資料を借りることがで

きるカード（以下「共通利用カード」という。）の発行を受けている場合は、利用カードを発行

しない。 

４ 登録の有効期限は、個人については当該登録をした日から起算して５年を経過する日とし、団

体については当該登録をした日の属する年度の末日とする。 

５ 利用カード又は共通利用カードの発行を受けた者は、これを他人に譲渡し、又は転貸してはな

らない。 

（登録の更新） 

第５条の２ 登録を更新しようとする者は、前条第１項各号のいずれかに該当することを証明する
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書類を同条第４項に規定する有効期限の45日前から当該有効期限の日までに館長に提示しなけ

ればならない。 

２ 館長は、前項に規定する提示があった場合は、その内容を審査し、適当と認めたときは、登録

を更新するものとする。 

３ 前項に規定する更新による登録の有効期限は、個人については登録の有効期限の翌日から起算

して５年を経過する日とし、団体については登録の有効期限の日の翌年度の末日とする。 

（登録の変更） 

第５条の３ 第５条第３項又は前条第２項の規定により登録又は登録の更新をした者は、当該登録

の内容に変更があった場合は、変更のあった内容を証明する書類を提示して、登録・登録内容変

更申込書を館長に提出しなければならない。 

２ 館長は、前項の規定により登録・登録内容変更申込書の提出を受けた場合は、その内容を審査

し、適当と認めたときは、登録の内容を変更するものとする。 

３ 前項に規定する登録の内容の変更をした者の登録の有効期限は、個人については前項に規定す

る登録の内容を変更した日から起算して５年を経過する日とし、団体については当該登録の内容

を変更した日の属する年度の末日とする。 

（登録の抹消） 

第５条の４ 館長は、第５条第３項、第５条の２第２項又は前条第２項の規定により登録、登録の

更新又は登録の変更をした者（以下これらを「利用登録者」という。）が次の各号のいずれかに

該当する場合は、当該登録を抹消するものとする。 

(１) 登録の廃止の申出をしたとき。 

(２) 第５条第１項各号のいずれにも該当しなくなったとき。 

(３) 登録の有効期限を経過してもなお登録の更新がなされないとき。 

(４) 前３号に掲げるもののほか、館長が登録を抹消すべき理由が生じたと認めたとき。 

２ 利用カードを交付された利用登録者は、前項各号の規定により登録が抹消されたときは、利用

カードを館長に返還するものとする。 

（利用カード又は共通利用カードの紛失等） 

第６条 利用登録者は、利用カード又は共通利用カードを紛失したときは、速やかに館長に届け出

なければならない。 

２ 利用登録者以外の者によって利用カード又は共通利用カードが使用され、図書館資料に係る損

害を生じた場合は、当該利用カード又は共通利用カードの利用登録者は、責任を負うものとする。

ただし、館長がやむを得ないと認めた場合は、この限りでない。 

（貸出しの手続） 

第６条の２ 利用登録者は、図書館資料の貸出しを受けようとするときは、利用カード又は共通利

用カードを館長に提示しなければならない。 

２ 館長は、前項の規定により利用カード又は共通利用カードの提示があったときは、次条の規定

により貸出しの数量及び期間を定めて図書館資料を利用登録者に貸し出すものとする。 

（貸出しの数量及び期間） 

第７条 図書館資料の貸出しは、次のとおりとする。ただし、館長が特に必要と認める場合は、そ

の数量及び期間を別に指定することができる。 

(１) 図書資料 

ア 個人にあっては、30冊以内の貸出しとし、貸出し期間は２週間以内とする。 

イ 団体のうち学級文庫にあっては、児童又は生徒１人当たり３冊以内の貸出しとし、貸出し

期間は貸出しを受けた学期内とする。 

ウ 学級文庫以外の団体にあっては、貸出し冊数を構成員の数に応じ200冊を限度として館長

が指定し、貸出し期間は３月以内とする。 

(２) 視聴覚資料 

ア 個人にあっては、３点以内の貸出しとし、貸出し期間は２週間以内とする。 

イ 団体にあっては、３点以内の貸出しとし、貸出し期間は１月以内とする。 
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(３) 障害者用資料 

資料の貸出し期間は１月以内とし、貸出し数量は利用者に応じてその期間内に利用できる数量

を限度とする。 

２ 図書館資料を、貸出し期間を超えて引き続き利用しようとする場合は、館長の承認を受けるも

のとする。 

３ 委員会は、この規則又は館長の指示に従わないものに対して、図書館資料の利用を停止し、又

は禁止することができる。 

第３章 図書館資料の管理 

（図書館資料の公開） 

第８条 図書館資料は、図書館法第17条に基づき、無料で貸出し及び公開される。ただし、館長は、

特に貴重であると認めた資料について、利用の制限をすることができる。 

（図書館資料の寄贈及び寄託） 

第９条 図書館は、図書館資料の寄贈又は寄託を受けたときは、他の図書館資料と同様の取扱いに

より一般の利用に供することができる。 

２ 図書館は、寄託を受けた図書館資料が、通常の管理のもとで紛失し、又は損傷したことについ

てその責を負わない。 

第４章 講座室の使用 

（使用手続） 

第10条 講座室を使用しようとする者は、あらかじめ西東京市教育委員会が管理する公共施設予約

管理システムの利用に係る登録に関する規則（平成14年西東京市教育委員会規則第３号）第２条

に規定する予約システム（以下「予約システム」という。）により講座室の使用の申請をし、委

員会の許可を受けなければならない。ただし、委員会が特に必要があると認めたときは、この限

りでない。 

２ 前項の申請は、使用しようとする日の属する月の２月前の初日から使用しようとする日の前日

までに行わなければならない。 

３ 前項の申請をすることができる期間のうち使用日の２月前の日の属する月の１日から７日ま

では、予約システムによる抽選の申込みを受け付ける期間とし、抽選により申請することができ

る者を決定する。 

４ 前項の規定により抽選の申込みをした者が抽選に当選したときは、使用日の２月前の日の属す

る月の15日までに予約システムにより申請するものとする。この場合において、当該期日までに

申請をしなかったときは、抽選の当選を取り下げたものとみなす。 

（使用の不許可） 

第11条 委員会は、講座室の使用について、次の各号のいずれかに該当するときは、使用を許可し

ないことができる。 

(１) 善良の風俗を害し、又は秩序を乱すおそれがあるとき。 

(２) 営利を目的として使用するとき。 

(３) その他管理上支障のあるとき。 

（使用の制限） 

第12条 委員会は、講座室の使用について、次の各号のいずれかに該当するときは、その使用条件

を変更し、使用を停止し、又は使用の許可を取り消すことができる。 

(１) 使用の目的又は使用条件に違反したとき。 

(２) 使用者がこの規則に違反したとき、又は館長の指示に従わないとき。 

(３) 災害その他の事故により、講座室の使用ができなくなったとき。 

(４) 館長が、図書館運営上特に必要があると認めたとき。 

第５章 図書館協議会 

（任務） 

第13条 西東京市図書館協議会（以下「協議会」という。）は、図書館の運営に関し、館長の諮問

に応ずるとともに図書館奉仕について、館長に意見を述べる。 
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（会長及び副会長） 

第14条 協議会に会長及び副会長を置き、委員の互選によりこれを決める。 

２ 会長は、協議会を代表し、会議を運営する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代行する。 

（会議） 

第15条 会議は、定例会を年４回とし、必要に応じて臨時会を開く。 

２ 会議は、会長が招集する。 

３ 会議は、委員の半数以上の出席をもって成立する。 

４ 会議の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、会長が決する。 

（事務の処理） 

第16条 協議会の事務は、西東京市中央図書館が処理する。 

第６章 組織 

（職員） 

第17条 西東京市中央図書館に、館長及び副館長を置く。 

２ 条例第２条に定める地域館に、地域館長を置く。 

３ 図書館に館長補佐、副主幹、係長、主査、主任及び主事を置くことができる。 

４ 図書館に司書を置き、司書補を置くことができる。 

（職務） 

第18条 館長は、上司の命を受け図書館を統括するとともに、図書館職員を指揮監督する。 

２ 館長補佐及び副主幹は、西東京市教育委員会事務局処務規則（平成19年西東京市教育委員会規

則第４号）第７条第１項に規定する課長補佐相当職とし、館長を補佐し、図書館の事業及び事務

を調整し、職員を監督する。 

３ 副館長及び地域館長は、係長相当職とし、館長の命を受け、所管事務を分掌する。 

４ 前３項に定める職員以外の職員は、上司の命を受けて館務に従事する。 

（事務分掌） 

第19条 図書館の事務分掌は、次のとおりとする。 

(１) 庶務係 

ア 公印の保管及び使用に関すること。 

イ 文書の収受、発送、保管に関すること。 

ウ 予算の執行、調整及び経理に関すること。 

エ 施設備品の管理に関すること。 

オ 協議会に関すること。 

カ 図書館統計に関すること。 

キ 図書館の運営企画及び調査に関すること。 

ク その他図書館の目的達成のために必要な事業に関すること。 

ケ 図書館に属する教育財産に係る台帳の整備及び保管に関すること。 

コ その他庶務に関すること。 

(２) 奉仕係 

ア 図書館資料の選択、収集、整理、保管及び除籍に関すること。 

イ 図書館資料の貸出しに関すること。 

ウ 読書相談及びレファレンスに関すること。 

エ 集会活動に関すること。 

オ 読書資料に関すること。 

カ 他の図書館、学校、公民館、博物館、研究所等との連携に関すること。 

キ 広報・広聴及び出版活動に関すること。 

ク 図書館利用者に関すること。 

ケ 図書館資料の分類及び蔵書目録の電子記録に関すること。 

コ 図書館利用に障害のある者のための資料に関すること。 
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サ 地域資料及び行政資料に関すること。 

（館長の専決事項） 

第20条 館長の専決事項は、西東京市教育委員会事務決裁及び専決規程（平成13年西東京市教育委

員会訓令第１号）に規定する課長の専決事項を準用する。 

（館長の意見具申） 

第21条 館長は次に掲げる事項について委員会に意見を述べることができる。 

(１) 図書館に関する条例、規則等の制定及び改廃に関すること。 

(２) 職員の任免等に関すること。 

(３) その他図書館の運営に関すること。 

（報告） 

第22条 館長は、毎年度末現在における図書館の業務実績及び図書館資料の管理状況を委員会に報

告しなければならない。 

（文書の取扱い等） 

第23条 別に定めるもののほか、文書の取扱い、文書の保存その他必要な事項及び職員の服務につ

いては、委員会の事務局の例による。 

第７章 雑則 

（損害の弁償） 

第24条 利用者が、図書館資料又は施設備品等を著しく汚損若しくは損傷又は紛失をしたときは、

現品又は相当の代価をもって弁償するものとする。 

（委任） 

第25条 この規則に定めるもののほか、図書館の管理運営に必要な事項は、委員会が別に定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、平成13年１月21日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の日の前日までに、田無市立図書館運営規則（昭和50年田無市教育委員会規則第８号）、

田無市立図書館資料管理規則（昭和50年田無市教育委員会規則第９号）及び保谷市図書館設置条

例施行規則（平成12年保谷市教育委員会規則第８号）の規定に基づいてなされた処分、手続その

他の行為は、それぞれこの規則の相当規定によりなされたものとみなす。 

３ 第３条の規定にかかわらず、平成13年３月31日までの間、中央図書館における水・金曜日の開

館時間は、午前10時から午後７時までとし、下保谷図書館、柳沢図書館及びひばりが丘図書館の

開館時間については、火・木・土・日曜日は、午前10時から午後５時までとする。 

４ 第４条第１号の規定にかかわらず、平成13年３月31日までの間の休館日については、中央図書

館、芝久保図書館及び谷戸図書館については火曜日とし、下保谷図書館、柳沢図書館及びひばり

が丘図書館については月曜日及び第４木曜日とする。 

５ 第７条第１項第１号の規定にかかわらず、平成13年３月31日までの間、図書資料の貸出冊数は、

中央図書館、芝久保図書館及び谷戸図書館については６冊、下保谷図書館、柳沢図書館及びひば

りが丘図書館については８冊とする。 

６ 第７条第１項第２号アの規定にかかわらず、平成13年３月31日までの間、下保谷図書館、柳沢

図書館及びひばりが丘図書館における視聴覚資料の個人への貸出し数量は２点とし、その貸出し

期間は１週間とする。 

７ 第17条第１項及び第２項の規定にかかわらず、平成13年３月31日までの間、中央図書館に副館

長を芝久保図書館及び谷戸図書館に地域館長を置かない。 

附 則（平成14年８月30日教委規則第13号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成14年９月１日から施行する。ただし、第10条の改正規定は、同年10月１日か

ら施行する。 

（経過措置） 
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２ 第10条の改正規定の施行の日前に、この規則による改正前の西東京市図書館設置条例施行規則

第10条の規定によりなされた申請その他の行為は、この規則による改正後の西東京市図書館設置

条例施行規則第10条の規定によりなされた申請その他の行為とみなす。 

附 則（平成18年３月１日教委規則第２号） 

この規則は、平成18年４月１日から施行する。 

附 則（平成18年５月23日教委規則第５号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（平成20年３月31日教委規則第５号） 

この規則は、平成20年４月１日から施行する。 

附 則（平成20年６月25日教委規則第12号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成20年６月29日（以下「施行日」という。）から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の際、この規則による改正前の西東京市図書館設置条例施行規則（以下「改正

前規則」という。）第５条第１項の規定により発行された改正前規則様式第２号による西東京市

図書館の利用カード（以下「利用カード」という。）については、この規則による改正後の西東

京市図書館設置条例施行規則（以下「改正後規則」という。）第５条第１項の規定により発行さ

れた改正後規則様式第２号による利用カードとみなす。 

附 則（平成24年３月30日教委規則第４号） 

この規則は、平成24年４月１日から施行する。 

附 則（平成24年８月28日教委規則第９号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（平成27年３月31日教委規則第10号） 

この規則は、平成27年10月１日から施行する。 

附 則（平成27年６月23日教委規則第13号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成27年11月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の際現にこの規則による改正前の西東京市図書館設置条例施行規則（以下「旧

規則」という。）の規定により貸出しの登録を受けた者で、当該登録の日から起算して５年を経

過したものの当該登録の有効期限は、平成28年３月１日以後最初に到来する当該登録の日に応当

する日の前日とする。 

３ この規則の施行の際現に旧規則の規定により貸出しの登録を受けた者で、当該登録の日から起

算して５年を経過していないものの当該登録の有効期限は、当該登録の日から起算して６年を経

過する日とする。 

４ 前２項の規定にかかわらず、旧規則第５条第１項ただし書の規定により西東京市図書館の利用

カードの交付があったものとみなされた者で、改正後の第５条第１項各号のいずれにも該当しな

いものに係る貸出しの登録の有効期限は、平成28年10月31日とする。 

５ この規則の施行の際、旧規則様式第２号によるもので、現に残存するものは、なお使用するこ

とができる。 

附 則（平成28年３月28日教委規則第３号） 

この規則は、平成28年４月１日から施行する。 

附 則（平成28年11月22日教委規則第８号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

様式第１号（第５条、第５条の３関係） 
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様式第２号（第５条、第５条の３関係） 
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様式第３号（第５条、第５条の４、第６条、第６条の２関係） 
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